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　Around　the　shore　of　five・hours’expgsure，near　the　moulh　ofきthe　river　Takahashi，qkayama・pr－

efecture，we　studied　the　effects　of　bamboo一やlinds　on　deposition⊂）f　larvae、pf　Oαp碗αpん醐pp∫παr肪加，

and　density　changes　in　relatiqμtQ　seasons，bottom　con（玉itions』廓nd　co←existing　other　shells．

　Dens置ty　changes　in　and　out　of　the　bambo」一blinded　circular　plot　of8m　diameter　are　shownl魚

Figure21tbat　is，the｛1enser　were　found　in　front　of　the　blinds，facing　to　the　flood　or　ebb　tides・

The　seasonal　changes　are　shQwn　in　Fi菖りre3．

　A　greater　part　of　larvae　larger　than2tO3mm　in　shell　l壱hgth　seemsto4置sappeαr　from　th董s

zone　of　shore。　This　is　supposed　to　mean　that　the　five－hg皿s，exposure　zo鳳e　is　not　so　optimum

fo「1a「vaejustla「ge「thanthissize・th優ugh・compa「edwithhighestdensityin」une・t・ta1聖par－

ent　reduction　of　density　was95。9ア％in　autumn．

　Reduction　of　O－age　group，　wh置ch　started　at　the　ends　of　May，　was　reρresented■by　the　fol置ow韮ng

curve

　　　　　　　　　　　　　　　7　－2．282　　　　　　　　　　y＝8．5x　lO　x　　　　，　　y：Nu、mber｝x：Days

and　the　I－age　group　started　to　reduce　slowly　about　the　middle　of　August，the　curve　of　wkich　is

　　　　　　　　　　　　　　　－0．『879
　　　　　　　　　　y諾299．3x　　　　；　　　　y：Number；x：Days

the　gro～vth　cuYve　of『shell　length　is

　　　　　　　　　　　0．00684xy篇25。521（1十3。850e　　　　）．　y　mm；X　Days

　Percentage　size　cOmpOsition　of　bedsands　was　as　follows；under　O．2mm，3，42％；0．2－0。5，57％1

0・5－1・0・21％；andl・0－2・0・1『・75％・Tbr・ugh・uttbeyearwe・bservedthatthe1・werden芦ityc・r・

responded　to　the　greater　percentage　of　granule　sands　and　the　higher　to　the　greatef　percentage　of

mud．

Exceptthedamc・nsidered・wef・und26spedes・fsheIHiske3c・一3xistiugt唾e。Theclam
hadhighc・rrelati・nst・望7伽剛α・温α8・擁πα魎螂・浸88轍6α鯉・轍rOd・s‘・吻，噸繍α屈

ルαs8α吻s∫εs‘伽s・

結　論　アサリ種苗の増産のためには現在迄に種々な方法がとられているがy　 未だその効果の確寒なもの綜

　殆ごないと云い得るoぞれぱアサリの卵がゼラチン状外皮に包まれているために人工蔓精が甚だ困錐であ

　ること，又人工受精が容易であっても’浮游ラーバの飼育1の歩留の極めて悪い為で湊）って現在としては，沈

　降する天然の種苗を対象として増壼を計る以外に良策はないと考えられる。之等の目的のだめに従来色々

　の試験調査が行われて来ている，その主な壱のほ，佐賀水試の砂，劇介殻による客土法（r9，20，孚1）及

　板と葭による潮洗遽噺法（1927～31），千葉県の微粒アサリの早期移殖法（1939）新野馬（19501）の泉水

　利用法，並に熊本水試（ig49）の古海苔粗朶による緩疏式探苗法等が有るQ併し之等の方法が未だr般化

　されないのはそこに何等かの欠く処が有るのでほなかろうか，本研究は鍾苗沈養の様相を明らかにすると

　とによって将来種苗増産の鍵ともなれば幸と，愚い先ず潮読濃断の方法によるアサリ沈着の影響を調べ，又
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　その時期的変化，種貝の歩留，成長並びに洗着数と底質との相関，同時に櫟集ざれる貝類との関係を調べ

　たが今後更に種苗発生翰要因を明らかにする積りで湊）るo本硯究ほ花岡所長，日下部技官の御指導の下に

　進められ久岡技官，浅野潔子擁に櫟集測定の労を煩ほしたものであり叉貝類の査定に広島大学滝教授の御

　指導によるもので此処に厚く感謝の意を表する改第であるo

試験場所
　岡山県高梁川尻落西側，乙島地先は杓60町歩の干潟面積で1力年ZF均40－50万貫のアサリ種苗と生藤する。

　訊験位置は干潟の略中位置で干出時間は，r950年6月13日（大潮日）に午後1時15分より6時15分の5時間で

あつたo本年度はこの位置では移殖用アサリ種苗の多量の盤塵を見なくてむしろ，岸方の場所（干出時間ほ

殆んど変りが無いが底質に泥質が梢多い）に多量採薬されているが，2，3年前に嬢此処で多量に生産され

たo併し全体として最近漸次高梁川濤東側に移って行く傾向が窺えるQ水盗範囲（第『表）を見るに8月l　l日

の午後3時tide　poo1で36・8。C地温34・80C，r月12日一午前7時tide　pool6・4。C地濫6・20Cであったが冬

期最低はより降るo

Date

Ig50

W－13
皿一ll

　皿司0

　ヌ【一15

短一14
1951

　1一口

丁童me

16時
『5

17

9
9

9

Air

Temp・

24．80C

30．6

29．2
コ6．8

9。6

8．9

Water
Temp・

31．OOC

36。8

3D。4

10．8

10．0

6．4

Bed　Temperature

Sur垣ce

28．5QC

34．8

［0．3

6．2

3cm

27．70C

33．4

29．8

11．O

IO。2

6。2

6（：m．

25。80C

30．2

口．8

10．4

6。4

9cm

24。30C

30．2

30．3

12．8

10．8

7．0

12cm

23．OQC

29．6

30．l

l3．8

11。0

ア．6

15cm

22。40C

29．2

29．6

　Table　L　Air　and　Bed　Tem）ersture　at毛he　Tide　Pool　on　the　Otoshima　shore。

　海水比：重ほ高梁川尻で1ほあるが濡と干濡の聞に導洗堤が凌）るために，、退潮時でも出水異変以外ほ極端に低

下しないo　z卜常時22～23，最低［6・6で凌）るo洗速は分漣最高10m，李均約6mで水深ば［m70以上にはならな

いo

　詳験期聞1ま1950牢3月7日より1951年2月’26日迄であるo

識験の方法
　装　置Q干潟の上に1竹筆で

直径8m，高さ25～30cm・の

円を作った（第1図）之ほ地

元の蛤養殖場の蜷の洗失移動

を防ぐのに使われている材料

でち高サ約60cmの竹餐を地

盤に埋め地上k25～30cm現

わねる様に建て込むo竹簑匿

使用されている割竹は，耶均

2cm之1を3mmのシロ縄で編

んだも1ので割竹の隙間ほ3m

m前後になっているQこの他

に円心とSt．18，St．20に杭

を打ってこの方向を落潮向と

一致ざせたQ併しこの潮向は

＼o・

留
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22？9　99
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Q9
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Fig・ Bamb（》σ一b｝inded　circし11arρlot　（8m　di丑meter）　and　sam　bling
sρot．　　＼　二blood　tide　direction．　4ebb　tide　dire（；tion．

時期天候により多少の移動は免れないQ
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　方法Q標本探集には第1図の禄に円の丙外に2m聞隔で20地点を，竹餐に接する内外では竹餐より夫々30

cm離れて2点搬めた。漉脚‘勲勢蠣係からSt・15・St・1，Sl・13・の線に殆ど一致して齢齪直角

に近い関係にある・標本の採郷力一デラート（10c田xlOx3）を以って各㌣辮中心とした30cmの醐

上より3回夫々標坂したQ探取した砂は各別に布袋に入れ陸上に持ち帰りその日の内にl　mm目の飾でこ

し，管瓶に入れホルマリソで固定し之を研究所に持ち帰似この中から一切Q貝類を選別し測定したo従っ

て測定は標坂後5，6日以後になる。之と同時に別に底質を調べるために約1009の砂を前者同様1地点3回操

取し，之を天日で乾燥し丸川式砂泥淘汰器にょり　個
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体
組成を調べたo　　　　　　　　　　　　　　　　数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15結　　　果

1・　アサリ洗積に対する竹笠の影響

　3月7日より翌年2月26日迄14回の探集によっ

て得た生アサリの個体数は第2表の通りで之等は

夫々100雫方糎の3回分の合計であるQ最初3月

7日に竹贅を設置した処，風波に遭って大部洗失1

したため，3月20日に再び元通りに建替えたので

竹餐の影響ば4月以後に現われたと見てよいo

【力年を通じて得たアサリの各地点別総数は20点

の中でStHは1746ケの最高でこめ中6月が最高で

6ア7ケ之はl　ZF方米当り22，570ケに相当する。S　ω

tl2，StI6が続いているo最低ほ中心のSt　lでSt3，

St2の中央部に少ないQ之等の雑多な数字を整

理をするだめに之等を涯潮向と遷潮向り二っに分

け，更に之を影響の無い場合の3丹調査の2回分

と，4月以降の12回分のz卜・均瞳を求めて夫々第2図

　　　i　＿＿＿＿→

　　　1　滅潮向

　　　1

　　　I
　　　I

　　　l

　　　I

　　　』

」

　　　i

イv
に示したQ

　設置影響前の個数ほ各地点ども著しい差を認め

られないが4月以降ほ各月とも常に漢潮向及び落

潮向に対し竹筆の前面に多く洗積している。特に

6月のlr地点に最も大きぐこの傾向が見えてい

る・叉更に之蠣殖期と灘澤

期に2区分すると前期には濃’数

潮向に㍉この傾向カミ…著しく減

蓑期にぱ落潮向に著しく現は

れているoこの傾向が竹筈の＝

円周内では外側に比べて余り

著しくないのは円周内ゆ限ら　50『

れた貝類の，単なる集積に過

ぎないためか，それとも竹笠

の聞隔が僅か8m看湊）るため

に前位．置のStl　I及びStl2に

成熟ラーバーの大部分が沈棲

して，その残りが少くなり従

って弐の，Stgには少く洗積し

ているとも考えられるが之等

は今後の研究に侯たねぱなら

ないo

　　15　U7　3　1　甲5　913　17／SP。t
Tiβ2A　Density　changes　Dapbia　philipdinarum　iガ
　　　　dipe¢tion　gf　the　pl魁gd　tide・

　　　・一・Averag畦de“s雄y　from　April　to　Febmary
　　　　　　　（12times）し
　　　×一x　　　グ　　　〃　　in　m訊rch（12tゆe）
　　　一一一冒Bamboo－bli填d。，

落潮向
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Fig2B。Density　Changes　of　Daphia　philippinarum　in　di　pecgion　of　the
　　　　ebb　tide．
　　　　・一。　Average　density　from　April　to　Febmary（12times〉一
　　　　x＿x　　　〃　　　〃　　in　xnarch（2times）
　　　　四i一騨　Bamboo－bli輝d．『
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Table 2A・Humber　Numberlguadrate（［ocm2）of　Daphl孕，philipPinarum・

＼讐n
3月　（2回）

李均随4－2月（12回）

李均値’
4“6月（4回）

干均櫨772月（8回）

李均、櫨

12．0

16．65

31。5

9．25

＼聖t’gn
　　　　　『
　　　　＼

日

』§月、（2回）

弼均傾・4憎2月（12回）

・渠均随
476月（4回）

　耶均随銀
7－2月（、鯛）

　準均値

9．5

144。0

254．0

87．7

2

9。0

23．0

50．5

9．25

12

13。0

7ア。3

lI8．5

56．2

3

21．0

18．65

30．8

12．6

白

6。5

47。8

4

7。0

25．5

47．6

14．5

14

7．5

44．0

104．71　　95．8

19．25 i8。15

5

15．0

5LO

126‘0

6 7

9．5、　　目．0

71．0

109。0

135．0。　　52．0

15 16

9．5　　11．5

Il690

215．5

66．6

61．4

121。0

31．7

’80．75

186．0

29．6

11

II90
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43．7

17．6

8

9．5

142。2

64．3

30．6

18

12．5

9

18．D

43．4
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21．0

10

5．0
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62‘8’
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15．5
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・I　I3．0　・　　99。3

20。0 32．

2D

17。0

52．8

92．8

き2．8

　Table2B．mea証Ncemberlguadrate　of・Venerupis　philipPinarum．
　　　　　　Ist　of　row：Mareh（beforg　setup　of　the’bamboo－bllnd）・2nd　ro｛v：All　per量od；1

　　　　　　3rd　row　；April　to　June　4th　row　：∫uly　to　February．

2・　干潟に於けるアサリの潰長

　年聞に於けるアサリの消長を知るために3月7日より翌年の2月26日迄の14回探集の20，点の生貝を夫々合

計して図示第3図（第3表）し，その概要塗到断することにした。個数N線はアサリの出現個体数の変化セ’

あ為Q荘よれば4肚旬に駄微4轍の糖囎鰹見られ5月中旬惹∈最雛示してい研月中畔；
、！騨減少め髄親られ7朋降臆激に減少を続けて曳・る・

　之等暦殖及び減嚢の状態の変化を更に詳しく知るため匠変化傘を見ることにする。今第書表めよぢ、に各調

査日と次の調査日の差分ムNをとる。

　或る月の櫟取日丁と改の探坂日丁＋1に対する差分△NはT＋α5に於けるNの薇分DNに殆んど等しいもの
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と考えられるから，従って△N

を縦座標に叉之に対する横座標

としてT＋0・5をとり直角座標

軸系にて図示して滑らかな曲線

にて測定値を蓮らねれば，之よ

り得た曲線は近似的にNの変化

率を示す曲線となるoこの曲線

は第3図に示される。

　これによれば貝の出・現数の変

化牽は4月20日迄は極めて大き

く，ここを頂点として急激に減

少し6月末迄ほ殆んど同じ割合

で降って最低になるoこの後は

再び急激に増大して行くが7月

下有］頃からは緩1慢な贋カロに移

る，この傾向ほ目月頃迄続くが

其の後ほ停止か或いは稽減少の

傾向が見られる6
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代表番号

No

0

2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

アサリ個数

N

　201

　260
　722
2，218

2，670

2，596

1量510

1，088

　614
　407
　321

　315
　314

　360

差分
△N

　　59

　462
　17496

　452
＿　　74

－1，086

422

474

207

86

　6

　1

46

Table3．Deposited　humber　and　its
　　　　di餐ferenceineverym・nth。

3．　各・群別アサリの減…農

　微小アサリ（当才）の減嚢

　全期を通じて撮取したアサリの殻長分布を図示すれば発生時

期を異に、する各群を判別することが出来るo第4図に見る通り

周年に渉って最も多く出現するのは殻長2・5mm迄のもの（時

には3。Omm）であるが，常に1この範囲内にmodeがあってよ

り大なる方えの移行を見ないQ之ほ約2mm～3mmを限界とし

て大部分麗死するか流失するか食害を受けるかによってこの干

潟に大部分ほ生存が出来ないと思はれるQ印ちこの大きさのも

のがこの干潟（5時間干出）の畷況要因では生存限界と推定さ

れる1のであるQ

　従って従来の、アサリ種苗の採取現状を見ると，ぞの時期は春

4～5月か秋10～H月が多いがこの干潟でこのアサリを種苗とし

て探，販しようとした場合その大きさと時期から見て最も早く探

取したと考えてもそれほ秋の》10月であるQ春に於ける微粒の稚

貝のみを分離して考えてそれは6月の出現数は2，332ケで之に

対し，秋10月の残存数は殻長Imm～14mmのもの289ゲで12・3

9％に当るoこの内種苗として実際採集可能で湊）り，叉役立つ

範囲は5mm～14mmでこの数は94ケその比傘は僅か4・030％に

過ぎないことになるQ

　当オアサリ群の減蓑ほ第4表の様に5月から6月に既に見え初めるが2才群の8月以後に見られるのと相当

異なっている。6丹12日以後の当才群の個体数をグラフに画くと明らかに減嚢曲線型をなし，

y＿8．5×1・7x－2，282によって表示出来る。（第4図）

（y＝個数，x＝日数）
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Date

1▽一6

V－2
V－18
V卜12
珈司2
Vl旺一H

収一一［O

x司4
XI－15

M－r4
1－12
狂一26

　Σ

，0－Age

group

　58「

1，893

2，377

2，332

1，313

　904
　460
　289
　233
　231
　246
　261
11202
　，

ケ

『一Age

group

　138
　201

　240
　260
　15ア

　218
　150
　103
　82
　8『

　68
　91
2，234

ケ

2－Age

9了oup

　7

　9

29

21

24

23

11

　5

　4

　3

　9

　4

172

ケ

Total

　726
2，103

27646

2，6『3

1，494

1，145

　621
　397
　3［9

　315
　323
　356
13ン608

Raage　of　sheII　le孕gth

0－ye＆r

　m　m
I～7

レ）6

1～7

1＿8

1～8
1～『I

I～12
1～』4

『～15

1～［5

『～17

1～「7

1－year

8～27

7～27
8～27

9～29
9～29

『2～30

『3～31

15～32

16～34

16～33

［8～34

18～35

2－year

28～37

28～36

28～38

30～38

30～38

3「～40

32－40

33～36

35～37

34～43

35～

36～38

mode

in　totai

2
2
2
2
3
2
2
2
2
2
2

2

mm

　Table4。Change　of　Age　c（）n】position　in　numbeL

2才群の減表

　当才群に比べて極めて少なくその比率ほ夫々各月により大きな相違が見られる。各月の個体数をグラフに

表わすと6月迄ほ壇加の傾向を示し，8見以降に減嚢曲線型を示す。

　之等の傾向ほ勿論当才アサリに比べ緩慢であるQ2才群が
㈱灘の鵬こあるべ講脇るのをこ6髄馴鷲すのDateNumberl…1engthstandard

はアサリの移動を意味するのでなかろ5か，こ海に就いては

追って詳細な調査を進めることにする08月よりの減嚢を当

　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．18ア9
才アサリと同様に求めるとyニ299。3x　　　　　（z＝個数x＝

日数）で表5まされるo

　次に2才群の成長度を見るに各月の卒均瞳（第5表）を図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．52
示するとS字型曲線にて表わざれy＝　　　　　　o．oo684x
　　　　　　　　　　　　　　　　　I十37850e
となるo

底質とアサリとの關係

　アサリ探集と同疇に櫟集した底土を風乾しだものを舗別け

して之を6階級（3mmン2mm，lmm，0・5mm，0・2m皿
以上，0．2mm以下）として百分率で表はし2Q地点（1地点

3点揉坂）を各月1毎に李均したものが第6表であるoごの干

潟の地盤には余り大きな変動1まないが10月より辱lmm＜及び

0，5mm＞のものが増加し反対に0。2mm＜のものが減少する

of　she1湿

皿一7
皿一20

1V－6
V－2
V－r8
、1－13

冊引2
¶［1－Il

R－10
x－14
灯一r5

距一14

1－12
π一26

252

194

138

201

240

260

15ア

218

150

103

82

81

68

91

ケ

　mmI4．81

16．29

16．27

17．0『

17．55

19．34

20．64

21．30

22．47

24J　l

25．52

25。42

25．32

24。18

deV量ation

　　ぼ
4，529

4，419

4，380

53022

4，528

5，133

5，058

4，517

4，383

47096

4，004

4，088

3，659

3，996

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table5・mean　sbell　lengths　of　IてAge
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　group・

傾向が見られる。亥にアサリ個体数と砂粒の相関を見るために田丙（日水会誌第7巻第3号『938）の方法を

探ったo

　毎各月毎に，20、点の底質の大砂（I　mm＜），中砂（0・5mm＜），小砂（0．2mm＞）泥（0。2mm＞）の各

々ぬついて夫々多量を第一位より第五位迄，並．量を第六位より第十五位少量を第十六位より第二十位迄とし

て，同様各、点のアサリ個沐数を多量，並量，少量に別けたものと対比ざせて，前者の各場合に尉し後者の

多，並，少，が起る回数（Nl）を数へそのうち多の回数（二n】）より少の圃数（n2）を差引きn1－n2／Nを

以て砂粒の大きさによる影響の度合を測ることにしたQその各月の結果ほ第7表の通りで湊）るo
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　その結果ほ月により相当な変化を見せて居る。、大砂では春より夏ほ少ない方がアサリが多く，秋より冬に

は反対に多い穆アサリが多くなっているo中砂も大砂の場合にかなり類似している小砂は例外も凌）るが年中

を通して少ない場合にアサリが多い，泥は小砂と反対で僅かの例外を除いて多い場合にアサリが多いのが見

られるo之を1力年を通算したので見ると小砂が少ない場合にアサリ多く，泥が多い時にアサリが多い結果

を示しているo

　以上の結果ほこの様な小砂，中砂，が多く泥の比較的少ない干潟の現象として見ねばならないo

＼＼Date
Class＼ 3mm＜

置一　7

1▽一6
V－　2

V－r8
町一12
珈一12

m－Il
皿一10

x－14
XI－15

1－r2
瓦一26
　Σ

　・M

0．22

0．4ア

0．08

0．05

0．13

0．12

0．15

0．”

0．06

0．『3

0．08

0．13
1．ア3

0．『44

2mm＜

0．37
0．2『

0．09

0。08

0．16

0．14

0．09

0．14

0．09

0．13

0．H

O．25

1．91

0．159

lmm＜

10．29

10．67

10．54

10．48

10．92

10．25

10．66

10。85

12．『3

12．82

15．14

16．30

141．05

目．75

0。5m血＜

26。09

26．46

26．17

25．47

27．57

25．64

26．02

25．52

28．00

29．ア3

28．ア0

28．63

324．00

27．00

0．2mm＜

59．47

58．46

56。03

61．69

59．24

60．4ア

59。82

58．85

56．37

52．89

53。28

52．18

688．ブ5

5ア。39

0。2mm＞

3β5
3．66’

7．09

2。20
　1．99

3．05

3．25

4．51

3。35
4，、25

2．62

1．72

41．04

3．42

Table6。Percentage　Size　Cgmposition　of　bed　sands．

頁一7
1▽一6

・V－2

V一r8
砺一r2

冊一r2

皿一H
D【rlO

X司4
、ヌ【一15

1－r2
1』26
年、間

G．S

a

　0．2

　0．6

－0．6

－0．2

－0．2

＿0．4

　　0
　0．6

　0．4

　　0
　0．6

　　0
0。083

m

一〇．『

　　0

　　0

　　0
－0．1

　　0
　0．2

　0．『

　0．1

　0．1

0．2

　0．1

0．05

1

　　　0

　－O．6

　　0．6

　　0，2

　　0。4

　　0．4

　－0．4

　－0。8

　－0。6

　－0．2

　－1．0

　－0．2

－0．184

S

a　　　　　　m 1

’F．S．

一〇．6

0・21

　一〇．6

　　　0

　－0．2

　－0．4

　　0．2

　　0．2

　　0．8

　－0．2

　　0。6

　－0．2

㌣0。α7

　　0．1

　＿0．1

　　0。1

　－0。『

　一〇．2

　　0。1

　　　01

　　　0

　－0．2

　　0．1

　　　0

　　、0

－0●Ol7［

a

0．4

　0「
o．41

0．2

0．6

0．2

一〇．2

－0．2

－0．4

　　0
－0．’6

　0．2

0。05

m

　　0　　　0

－0。6　　0．1

　0．6　　　0

－0．4　　0．2

　0．4　　0・『

一〇．2　－0．2

－0．4　　0．1

－0．6　　　0

－0．6　－0．2

　　0　　　0
－1．0　　0．『

一〇．2　　0．1

－0。25．0．025

1

　　0
　0．4

－0．6

　　0
－0．6

　0。6

　0．2

　0．6

　『，0

　　0
　0．8

　0．2

0．20

M
a

　0．2

　0．4

　0．2

　0．2

＿0．2

　0．4

　0．2

　0．4

　0．4

　0．2

＿0．4

＿0．4

0．．133

m 1

　　0．1

　－0．1

　＿0．3

　　　0

　　　0

　　　01

　＿0。1

　　　0

　　0．1

　　　0

　　　0

　　0．『

＿0．OI7

一〇．4

」0．2

　0．4

－0。2

　0．2

－0．4

　　0
＿0．14

＿0．6

一α2
　0。4

　0．2

＿0。10

　Table7・Interdependence　between　theαwelling　number　of　Venerupis　philippinarum　and　the

　　　　　gra玉nofsand。

　　　　　G』S；grai口sand，　S；sand．　F・S；finesand。

　　　　　瓢；mud。　a；aboundant　volume．　b；middle　volume　e；httle　volume．

同時に操集ざれる貝類に就いて

　高梁川尻干潟にアサリと同時に探集される頁類ぱ相当数に上るが之等の査定には広島大学滝博士を煩ほし
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　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

たがその主なものはハマグリMθ縦廟伽縦廟，シホフキMαα剛”8脚ヴ砂那砥オーノガイM粥α76㎜短α7ユ
　　　　　　　（6）　　　　　　（7）　　　　　　　　　　　　r8）　　　　　　　　　　　（9）
一シホガイ望8観見α，刎伽，キサゴUηめ㎝動㎜mo繍ザe趨禍pアラムシロNαs8αr物8∫8編脚sサコメツブガイオcご8一
　　　　　　　　　　　　　　（置1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
06‘πα伽s乞9π乞ε，クチキレモドキOdosごo痂α48s伽ユπα，シマモツボEサ6麗伽71ゲoc加8ごα，カハザンセウ』4漉痴％α

釦P㎝伽，その他イソシジミSαπ9痂％oZα7狛o伽α6θα，ヘソクリカイZ〉α痂α㎜α侃伽α，ホトトギスBrαπ碗弼㎝伽

sθ漉α翻面，イボキサゴUmα㎝物㎜㎜㎝泌ザ8剛㎜，カニモソガイσ8滅ん伽㎜鵠伽頭ノ8御m，タナペミヅズマツ1ブカイ

励6πoご勾rα8吻粥ωαθ瑚盈s，カゴメイトカケギリ九め㎝伽8ん碗ヴα編，ヌノメホソクチキレ麹rπo♂αf8m伽吻嶋

イソマイマイ1▼07π雛μαπ朋，スズメハマヅブP弼α麗磁，キヌボラNαs8α甥翻ηαrぬ，ムラクモキヂピキカイ

■6f8㎝吻poπeη脇，オホイトカケ，E卿傭脇8p・の一種の他不明種三種総計26種を見たo

　之等の中個体数の多い順でほ，アサリ7死アサリ，シマモツボ，コメツブガイ，カハザソセウ・クチキレ

モドキ，ユーシホガィ，アラムシ・，キサゴ，オーノカイ，で夫々第8表の通りで湊）るo各月のアサリ以外

の個数合計でほ9月が最も多く1，492ケ，l　I月960ケ，10月935ケ，8月746ケ712月727ケ以下5月，6月，4月

の順位であるQ又時期的に見て多い種類を挙げると春に多く秋に少ない種類はキサゴ・ユrシホガイ，秋に

多く春に少ない種類ほコメツプカイ，クチキレモドキ，アラムシ・，稽多いものはシマモツボ置，功やザソセ

ウで湊）るo叉全期を通じて百分傘を見ると第8表の通りであるo

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11

12

No

2
3
4

5
6
7
8

9
10

H
l2

ア　サ　リ（生）

　　グ　（死）

ハマグリ，
シ　ホ　フ　キ

オ、一　ノカイ
ユーシホガイ
キ　　　サ　　　ゴ

ア　ラ　ム　シ　ロ

コメツブカイ
カハザ、ンセウ
クチキレモドキ

シマモツボ
Other
Total

ア　サ　リ（生）

　　ケ　　（死）
ハ’マ　グ　　リ

シ　ホ　フ　キ

オー　ノガイ
『
ユ ＿シ永ガイ
キ　　サ　　　ゴ

アラムシロ

コメツプカイ
カハザンセウ
クチキレモドキ

シマモツボ
Other
Tota1

1950

皿一7

151

174

　3

　3

7
10

10

17

0
0
0
0

　2

383

1950

医一10

619
396

　4

　4

0
47
14

71

384
404
1ア0

391

2，51『

皿一20

243
126

　8

　0

24
10
18

8

0
0
0

13

　3
453

x－14

407
344
　1

　3

0
35
目

63

202
223
110

286

　7
1，692

1▽一6

726
226
　8

42
40

125

56

61

33
44
72

　10
1，444

灯一15

321
305

　3

　2

0
30
7

53

166

205
106

359

　lI
l，568

V－2

2，103

　248
　　3
　　6

78
”8

84
22

108

58
54
98

　12
2，992

X旺一14

318
297

　5・
　3

0
26
2

60

『23

『5『

70
264

　15
1，334

V－18

2，665

　309
　　3
　　3

49
95
52
37

156

64
58

141

　『1
3643

195i

I－12

314
236
　0

　0

0
20
27
58

Il6
128

99
260

　12
1，2フ0

W－r3

2，610

　315
　　7

ll

72
23
22

108

53
38

157

　　6
3，423

1－26

360
223
　6

　0

14

39
42
94

『64

93
143
450

　lI
I，639

珊一r2

』493
　460
　　2
　　3

4
62
16

19

121

52
86

121

　　2
2，441

TotaI

13，481

4ρ52
　58
　32

229
662
447
626

1，912
『，631

1，089

2，752

　106
27，077

V廻一ll

1，145

　393
　　5
　　3

0
58
16

40

203
167
1口

『40

　　323284

％

49．80
14．94

0．21
0．19

0．84
2。44
1．64
2。3『

7．06
6．03
4．02

10．15

　0．37
［00。0〔〕

Table8．Number　of　e）ery　species　of　shell　Collecしed　in　every　mQnth・

　　　　The　name　of　species　are　re－presented　by　No・as、shown　in　text。
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貝類相互の關係

　主要な貝類の間に相互に相関の有無を知るために前項と同じ様に田内の方法をとった，即ち種類毎に1力

年間毎月各種類別に標築した個体数を夫々第…位より第三位．迄を多量とし第四位より第九位迄を並量，第十

位より第十二位迄を少量として左に対比した結果，多量と多量及び少量と少量と軍なったものを＋とし，：相

反するものを」として之等を加噂しだ，鄙ち＋6ほ完全な正の相関，一6は完全な負の相関で凌）るが』結果

は第◎裟め通り生アサリはゴーシホカイと最も正の相関が大きく之にキサコ」が次いで居る。併し他のもめと

は殆んど相関が無い，之等三者ほ何れも春に多い種類でユーシホカイほ蕎の出現が生アサリと全く時期を全F一

じくするが減少の時期ほアサリより稽遅くなっているQキサゴほ春の出硯がアサリより約rヵ月早く又誠少

期も1ヵ月早いよ5で湊、る。死アサリほ牛アサリの多量期の絡った後め夏に多く2月，3月に少ないが， む；

しろ秋に多い種類シ々モツボ，コメツブカイ，カハザンセウ，クチキレモドキ皮びアラムシロと相当な正の

相関を示Fしているo之等ほ多量期よりむしろ減少期を同一一にする為で凄）るoコメツプカィ，』ヵハザソセウ，

クチキレモドキ，アラムシロぼ共に相亙に相当大きい正の相関を示して居り特にカパザソセウとコメツブカ

イほ完全な正め相関を示Lているo之等ぼ何れも秋に多い種類で主として9月よりh月に多く3月，4月に

少ないる又同様に田丙の方法によって密度の変動を見る乏第9表最下段に記したように生アサリ，カハザジ

セウは変動が大ぎいこと，死アサリは最も変動が小さいことが示されているα

2

生アサリ死アサリ，

0．946 十　1
0。156

12

シマモツ
ボ

　　0
十　3
0．591

9

コメツブ
カイ

十　1

十　3

十　5
0．2『3

10

カハザン
セウ

十　　1

十　3

十　5

十　6
0．942

l　l

クチキレ
モドキ

十

十

十

十

十

3
4
4
4

0．485

6

ユーシホ
カイ

十

十

十

十

十

十

5
2
2
2
2
2

0．368

8　　　7

アラムシキサゴ
口

十

十

十

十

十

十

0．442

十4

十　『

一2

一　『

一　『

　O

十3

　0

0．375
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生　ア　サ　リ
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シマモツボ
コメツブカイ
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クチキシモドキ

ユーシホ’カイ

ア　ラ　ム　シロ

キ　　　サ　　　ゴ

2
12

9
10

11

6
8
7

　Toble9．Interdependence　behveen　Species　Sp、No。are　the　secme　asしh）se　ia　Table8．

　生アサリの変動の大きのな前記の通り5時聞干出線に発生量が多いがこの位置にほその儘残存しない事を

示して居り，又カハザyセウも川尻に多く出現する種類で発生も多く叉減少も甚だしい事を示して居る。

　死アサリほ他め貝類の密度変動に比べて極めて小ざいが第8表に示ず通り周年を通じ7月、より9月に壇加

しているのは最も気盗の高い時期に当り，当然と思はれる又之等は生アサリの減衰の大きい時期より稽遅れ

て出現しているQ

　今生アサリと死アサリの相関で死アサリを3ヵ月繰上げて対比すると＋5を示し極めて大きい相関を示し

ている。併し両者の数範にほ大きな開きが湊）って之はアサリの減嚢が驚死によるもので死殻を現場に残すと

云5考えは否定ざれ生きた儘でより低位に移動するか，叉は大部分礎死して後流失するかの何れかで之等に

就いてほ今後の研究によって明らかにざれねばならないが，変動の小さいことほ恐らく生きたままの移動を

意味するように考えられるもので上記の如く生アサリ減嚢最多時期に同時に死殻の屠加の現われない裏，叉

若し礎死の後に流失するとすれば時々の爆況（風・波，降雨等）の差異によって相当な変動が現われても良

いよ，うに思ほれるo他方死アサリ殻長頻度分布を見ると，4月以後ほ何れもモニドが2mm～3mmに凌）っ

てこの大きで麗死の多いことを示して居り移動が大きいと同時に驚死も地の型り貝より多いことを示し生ア

サリの場合に述べた事を裏書きするもので又頻度が6mm～9mm迄に割合に大きく，それ以後は小さく更

に20mm以上では極めて小さくなっているo

摘　　要
L　岡山県高梁川尻，乙島地先の5時間線干潟に於いでアサリ稚貝の障害吻に対する沈着に及ぼず影響，稚

一10一



　　員出現消長，アサリ数と底質，アサリその他の貝類との相互関係を調査したQ

2・　直径．8mの．竹蔓（高ざ25－30cm）を干潟に設置した結果，アサリ洗着数け暦殖期にほ豪張潮洗に直角な竹

　　贅の前面に最も多く減裏．期にほ退渤流に直角に当る竹餐の前面に多い0

3。　アサリ沈蒼数は4月上旬にほ微小稚貝の相当な暦加を示し5月中旬に最高となり6月中旬には梢減少の

　　傾向が見られその後9月迄の減少ほ甚しい，又変化傘ほ4且♀0日蓬ほ極めて大きくここを頂、戴として急

　　降し6愚末に最．低になるQ

4．　アサリ稚貝は殻長2mm～3mmを限界として大部分この干潟より潰失するQ　I従づてこの大きさがこの干

　　潟の5時間干出線の棲息至演限界と，思はれる，春の最も多い6月の個数に比べ秋の種苗大の残存獄ま4，030

　　％愈、った。当才群の減灘5月1下顯から初まるがぞの曲融y－8．5xl・7x｝3，282壊わされる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿0。18795・2才群の灘1ま明1怖似後に初ま蝦慢であるQこの齢慰y－299・3x　で表1終れるQ匁の
　　　　　　　　　　　　　25。52
　　殻長成長曲線はy＝　　　　　o．oo684xで示されるQ
　　　　　　　　　　l十3，850e

6．　干潟の底質は0・2mm＞が3・42％，0・2mm～0、5nlmのものが57％，0・5mm～l　mmが27％，l　mm－2m

　　mがI　I．75％の割合で湊）ったQ底質とアサリ個体数の関係を1力年を通じで見ると小砂が多い時にアサリ

　　が多く，泥が多い時にアサリが多くなっているQ

ア．　アサリ以外に出現する貝類ぽ26種あったQ叉之等貝類の出現の相互の租関及び各種の変動係数を調べた

　　が，胡関の大きいもグ）ほ生アサリとユーシホカも及びコメツブカるカハザンセウ，クチキレモド

　　毛ア弘シ・・棚であり，変動の大きいもの姓ア瑚とカハザソセウ，ノ」￥ざいも餌死アサリで、

　　あるQ
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